
禅
宗

は
恵

能

と
壇

経

以
後

に
 
(二
)

禅
源
諸
詮
集
都
序
よ
り
考
察
し
て

長

嶋

孝

行

恵
能
示
寂
 
(七
一
三
年
)
 後
、
約
百
二
十
年
、
宗
密
は
禅
源
諸
詮
集

(未
発
見
)
 を
著
し
、
そ
の
序
と
し
て
禅
源
諸
詮
集
都
序
を
も
著
す
。

そ
の
後
、
約
二
十
余
年
、
弟
子
の
斐
休
が
親
し
く
筆
写
す
る
。

(
1
)

そ
の
時
す
で
に
、
百
丈
は
律
寺
か
ら
独
立

し
て
、
別
に
禅
居
を
立

(
2
)

し
、
南
泉
も
ま
た
、
木
を
刊
り
、
以

つ
て
禅
宇
を
構
え
て
よ
り
半
世
紀

は
裕
に
過
き
て
い
た
。
そ
の
前
後
を
評
し
て
都
序
は
次

の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

(
3
)

当
三
局
宗
大
帝
乃
至
玄
宗
朝
時
叩
円
頓
本
宗
未
レ行
二北
地
鱒
唯
神
秀
禅
師
大

揚
二漸
教
。
為
三
一京
法
主
三
帝
門
師
幻
全
称
二達
摩
之
宗
。
又
不
レ顕
二即
仏

之
旨
相
曹
渓
荷
沢
。
恐
二円
宗
滅
絶
幻
遂
呵
レ段
二住
心
伏
心
等
事
。

(
4
)

至
二
荷
沢
時

一他
宗
競
播
。
欲
レ
求
二
黙
契

一不
レ
遇
二
機
縁

幻

(
5
)

故
頓
漸
門
下
相
見
如
二仇
讐
幻
南
北
宗
中
相
敵
如
二楚
漢
殉

(
6
)

即
勧
二
坐
禅

殉
禅
奄
羅
列
遍
レ
於
二
巌
整
幻

(
7
)

因
レ
此
便
有
下
一
類
道
士
儒
生
閑
僧
汎
参
二禅
理
一者
加

右
の
事
実
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
い
る
当
時

の
僧
は
、
宗
密
に
次
の

よ

う

に
質

問

し

て

い
る
。

(
8
)

又
有
レ
問

日
。
禅
門
要
旨
無
レ
是
無
レ
非
。
塗
レ
割
二
怨
親

一不
レ
唄
不
レ
喜
。
何

以
南
能
北
秀

水
火
之
嫌
。
荷
沢
洪
州
参
商

之

隙
。
又

有

間

日
。

六
代

禅

宗

師
資
伝
レ
授

二禅
法

幻
皆

云
。
内
授
二
密
語

一外
伝

二信

衣
殉
衣
法

相
資
以
為

二符

印
幻
曹
渓

已
後

不
レ
聞

二
此
事

殉
未
審
今
時
化
レ
人
説

二密

語

一否

。
不

レ説

則
所

レ
伝
者
非
二
達
摩
之

法
幻
説
則
聞
者
尽

合
レ
得
レ
衣
。

又
有

二
禅

徳
殉
問

日
。
達

摩
伝
レ
心
不
レ
立
二
文
字

幻
汝
何
違
レ
背
二
先
祖

一講

レ論

伝
レ
経
。

右

を
聞

い

て
、

斐

休

は

叙

の
中

で
次

の
よ
う

に
記

述

し

て

い

る
。

(
9
)

能
秀

二
師

。
倶
伝
二
達
磨
之
心
殉
而
頓
漸
殊
レ
稟
。
荷

沢

直

指
二
知

見

幻
江

西

一
切
皆
真

。
天
台
専

依
二
三
観

叩
牛
頭
無
レ
有
二
一
法

殉
其
他

空

有

相

破
。

真
妄
相
収

。
反
奪
順
取
。
密
指

顕
説
。
(
中
略
)
 故
数
十
年

来

師
法

益

壊
。

以

二承

稟

一為
二
戸
驕
。

各
自
開
張
。
以
二
経
論

一為

二
干
曳
。

互

相
攻

撃
。
(
中

略
)
 法
逐

二
人
我

一以
高
低
。
是
非
紛

肇
莫

二
能
辮
析
。

則

向
者
世
尊

菩

薩

諸

方
教
宗
。
適
足

以
起
レ
諄
。
後
人
増
二煩
悩
病
。

何
利
益
之
有

哉
。
圭
峯
大
師

久
而
歎

日
。
吾

丁
二
此
時

一不
レ
可
二
以
黙

一矣
。

禅
宗

は
恵
能
と
壇
経
以
後

に
 
(
二
)
 
(
長

嶋
)
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禅
宗

は
恵
能

と
壇
経
以
後

に
 
(
二
)
 
(
長

嶋
)

宗

密

も

ま
た

、

次

の
よ

う

に

云
う
。

(
1
0
)

恐
二宗
旨
滅
絶
殉

禅
宗

の
正
統
の
た
め
に
、
馬
鳴
の
大
乗
起
信
論
を
引
用
し
な
が
ら
、

詳
細
な
解
説
を
行
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
記
の
質
問
に
対
し
て
答
え

て
云
う
。(

1
1
)

初
言
師
有
二
本
末

一者
。
謂
諸
宗
始
祖

即

是

釈

迦
。
経

是

仏

語
。
禅

是

仏

意
。
諸
仏

心
口
必
不
二
相
違

殉
諸
祖

相
承
根
本
是
仏
。
親
付
菩
薩
造
論

始
末

。

唯
弘
二
仏
経
。
況
迦
葉
乃
至
麹

多
弘
伝
皆
兼

二
三
蔵

叩
提

多

迦

已

下
。
因

二僧

謬

一律
教
別
行
。
厨
賓
国

已
来
。
因

二
王
難

一経
論
分
化
。
中
間
馬
鳴

竜

樹

悉

是
祖
師
。
造
レ
論
釈
レ
経
数
千
万
偶
。
観
レ
風

化
レ
物

無
二
定

事
儀

刈
未
レ
有

二講

者
殿
レ
禅
禅
者
殿

ツ講
。
達
摩
受

二
法
天
竺

一躬
至

二
申
華
幻
見
下
此
方
学

人
多
未

レ
得
レ
法
。
唯
以
二
名
数

一為
レ
解
事

相
為
占
行
。
欲
下
令
レ
知
中
月

不
レ在
レ
指

法

是

我
心
加
故
但
以
レ
心
伝
レ
心
不
レ
立

二文
字

。
顕
レ
宗
破
レ
執
。
故
有

二斯
言

。
非
下

離
二
文
字

一説
中
解
脱
上
也
。
故
教
授
得
レ
意
之
者
。
即
頻
讃

二
金
剛

榜

伽

一云
。

此

二
経
是
我

心
要
。
今
時
弟
子
彼
此
迷
レ
源
。
修

心
者
以
二経
論

一為
二
別
宗
幻

講
説
者
以
二禅
門

一為
二
別
法
幻
聞
レ
談
二
因
果
修
証
鱒
便

推

レ属
二
経

論

之

家
殉

不
レ
知
二修
証

正
是
禅
門

之

本

事
幻
聞
レ
説
二
即

心

即

仏
弔
便

推
ー
属
二
胸

襟

之

禅
。
不
レ
知
二
心
仏

正
是
経

論
之
本
意
舶
前

叙
四有

レ
人
難

云
三。
禅

師

何

得
二
講

説
幻
余
今
以
レ
此
答
也
。
今
若
不
下
以

二権
実
之
経
論

蝋対
レ
配
中
深
浅
禅
宗
加

焉

得
二
以
レ
教
照
レ
心
以
レ
心
解
ワ
教
。

そ

し

て
現

実

に

は
次

の

よ

う

で
あ

る

と

宗
密

は

云
う

の

で
あ

る
。

(
1
2
)

二
禅
有
二諸
宗
一互
相
違
反
者
。
今
集
所
レ述
殆
具
百
家
。
宗
義
別
者
猶
将

十
室
。
謂
江
西
荷
沢
北
秀
南
杭
牛
頭
石
頭
保
唐
宣
什
及
稠
那
天
台
等
。
立

レ
宗
伝
レ
法
互
相
乖
阻
。
有
二
以
レ
空
為
ワ
本
。
有
二
以
レ
知
為
ツ
源
。
有
レ
云
二
寂
黙

方
真

幻
有
レ
云
二
行
坐
皆
是

⑩
有
レ
云
二
見
今

朝

暮

分

別

為

作

一
切

皆

妄

叩
有

レ
云

二分
別
為
作

一
切
皆
真

幻
有

二万
行
悉

存

幻
有
二
兼

仏

亦

混
殉
有

レ
放
ー
任
二

其
志

幻
有
レ
拘
ー
東
二
其

心
幻
有
}
以
二
経

律

一為
中
所

依
加
有
下
以
二経

律

一為
中
障

道
加
非
二
唯
汎
語

一而
乃
曜

言
。
曜
弘
二
其
宗

一曜
殿
二
余
類

刈
争
得
二和
会

一也
。

問
是
者
即
収
。
非
者
即
棟
。
何
須
二
委
曲
和
会
殉
答
或
空
或
有
。
或
性
或

相
。

悉
非
二
邪
僻

幻
但
縁
二
各
皆
党

レ
己
為
レ
是

。
斥
レ
彼
為
ワ
非
。
彼
此
確
定
。
故
須

二

和
会
幻(

1
3
)

今
具
先
叙
二
禅
宗

叩
初
息
レ
妾
修
レ
心
宗
者
。
説
衆

生

錐
三
本
有
二
仏

性

幻
而

無
始
無
明
覆
レ
之
不
レ
見
故
輪
-
廻
二
生
死

叩
諸
仏
已
断
二
妄
想

一故
見
性

了
了

。

出
レ
離
二
生
死

一神
通

自
在
。
当
知
凡
聖
功
用
不
レ
同
。
外
境
内
心
各
有

二
分
限
幻

故
須
下
依
二
師
言
教

一背
レ
境
襯
レ
心
息
-
滅
中
妄
念
加
念
尽
即
覚
悟
無
レ所
レ
不
レ
知
。

如
二
鏡
昏
塵
殉
須

二勤
勤
払
拭

鱒
塵
尽
明
現
即
無
レ
所
レ
不
レ
照
。
又
須

明
解
下
趣

ー
入
二
禅
境

一方
便
加
遠
-
離
二
憤
岡

幽住
二
閑
静
処
殉
調
身
調
息
助

朕

宴

黙
。
舌

托
二
上
膠

一
心
注
一二

境

幻
南
佛
北
秀
保
唐
宣
什
等
門

下
。
皆

此
類

也
。
牛
頭

天
台
恵
稠
求
那
等
。
進
趣
方
便
 
即
大
同
。
見
解
即
別
。

(
1
4
)

無
二
法
可
ワ
拘
無
二
仏
可
7
作
。
凡
有
二
所
作

一皆
是
迷
妄
。
如
レ
此
了

達

本
来

無
事
。
心
無

二所
寄

一方
免

二
顛
倒
叩
始
名
二
解
脱
殉
石
頭
牛
頭

下
至
二
径

山

。

皆
示
二
此
理
。
便
令
二
心
行
与
此
相

応
幻
不
レ
令
レ
滞
二
情

於

D
法

上
幻
日
久

功

至
塵
習
自
亡
。
則
於
二
怨
親
苦
楽

二

切
無

擬
。
(
中
略
)
 皆
説
二
此
言
刈
便
為
二

藤

極

一不
レ
知
二
此
宗
幻
不
下
但
以
二
此
言

一為
占
法
。
荷
沢
江
西
天
台

等

門

下
亦

説
二
此
理
刈
然
非
レ
所
レ
宗
。

即

ち

、

宗

密

は

次

の
よ
う

に

云
う

。
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(
15
)

三
直
顕
二
心
性

一宗
者
。
説

一
切
諸
法
若
有
若
空
皆
唯
真
性
。
真
性
無

和
無

為
。
体
非
二
一
切
。
謂
非
レ
凡
非
レ
聖
非
レ
因
非
レ果
非
レ
善
非
レ
悪
等
。

従

つ
て
、

宗

密

は
繰

返

し

て
次

の
よ

う

に
云

う
。

(
1
6
)

故
難

三備
修
二
万
行
。
唯

以
二
無
念

一為
レ
宗
。
但
得
二無
念
知
見
。
則

愛
悪
自

然
淡
泊
。
悲
智
自
然
増
明
。
罪
業
自
然
断
除
。
功
行
自

然

増

進
。
既

了
二
諸

相
非
ワ
相
。
自
然
無
修
之
修
。
煩
悩

尽
時

生
死
即
絶
。
生
滅

滅

已
。
寂

照
現

前
応
用
無
窮
。
名
レ
之
為
レ
仏
。
然

此
両
家
皆
会
レ
相
帰
レ性
。
故
同

一
宗
。
然

上
三
宗
中
。
復
有
遵
教
慢
教
。
随

相
殿
相
。
拒
二
外
難

一之
門
戸
。
接
二
外
衆

一

之
善
巧
。
教
二
弟
子

一之
儀
軌
。
種
種
不
レ
同
。
皆
是
二
利
行
門
各
随
二
其
便

。

亦
無
二
所
失

。
但
所
宗
之
理
即

不
レ
合
レ
有
レ
ニ
。
故
須
二
約
レ
仏
和
会

一也
。

(
1
7
)

次
傍
覧
二諸
家
一以
広
二聞
見
。
然
後
諦
読
二聖
教
。
以
印
二始
終
。
量
不
二因

レ此
正
法
久
住
在
。
余
之
志
錐
レ無
レ所
レ求
。
然
護
法
之
心
。
神
理
不
二応
屈
。

我
継
襲
之
功
。
先
祖
不
二応
捨
7我
。
法
施
之
恩
。
後
学
不
二応
享
ワ我
。
如
二

不
レ享
不
レ屈
不
ツ捨
。
即
願
共
二諸
同
縁
。
速
会
二諸
仏
会
一也
。

結

論

右
に
よ
り
、
禅
源
諸
詮
集
都
序
は
、
恵
能
以
後
に
禅
宗
が
発
展
し
た

こ
と
の
証
拠
に
な
る
と
考
察
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
圭
峯
宗
密
は
恵
能

以
後
、
時
代
的
に
あ
ま
り
隔
た
り
の
な
い
時
代

の
、 
一
人
の
重
要
な
証

人
で
あ
る
か
ら
で
、
し
か
も
、
当
時
は
現
代
の
よ
う
に
、
テ
ン
ポ
の
速

い
時
代
で
は
な
か
つ
た
筈
で
あ
る
。
即
ち
、
宗
密
の
言
わ
ん
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
禅
門

の
宗
派
が
帰
す
る
と
こ
ろ
は
、

一
で
あ
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
自
ら
の
宗
派
の
た
め
に
相
乱
れ
て
誹
諦
し
会
う
程
、
各
派
が
乱

立

し

て

い
た

と
証

明

し

て

い

る
。

そ

し

て
、

そ

の
帰

す

る

と

こ

ろ

は
大

乗
起

信

論

を

読

め

ぱ
容

易

に
判

る

こ

と

で
あ

る

と
宗

密

は
、

こ

の
都

序

の
中

で
説

い
て

い
る

。
更

に
宗

密

は
、

各

々
須

く

和

会

す

べ
き

で
あ

る

と
繰

返

し

説

き
、

そ

の
整

理

と
解

説

を

行

つ
た

の

で
あ

る
。

最

後

に
、

注

3

の
文

は

高
宗

玄

宗

の
時
代

に

な

つ
て

、

達

磨

か

ら
神

秀

ま

で
、

全

く

途

切

れ

て

い
る

も

の
を

曹

渓

荷

沢

を

も

つ
て

、

無
理

に
繋

き

合

せ

た

感

を

呈

す

る

。

そ

の
点

に
関

し

て
は

、

次

回

の
学

会

に

て
、

禅

宗

は
恵

能

と
壇

経

以

後

に
、

そ

の

三

と
し

て
詳

細

に
究

明

し
た

い
。

1
 
大
正
蔵
五
十
巻

七
七
〇
頁
下
 
宋
高
僧
伝
。

2
 
大
正
蔵
五
十
巻
七
七
五
頁

上
 
宋

高
僧
伝
。

3
 
大
正
蔵
四
十
八
巻

四
〇

三
頁
下

 
都
序
。

4
 

四
〇

五
頁
中
 
都
序

(
以
下
都

序
)

5
 

四
〇

二
頁
中
 

6
 

四
〇

一
頁
中

7
 

四
〇

二
頁
下
 

8
 

四
〇

一
頁
上

9
 

三
九
八
頁
中
 

10
 

四
〇

五
頁
中

11
、

12
 
四
〇
〇
頁
中
 

13
 

四
〇

二
頁
中

14
、

15
 
四
〇
二
頁
下
 

16
 
四
〇

三
頁

上

17

四

二
二
頁

上

禅
宗
は
恵
能

と
壇
経
以
後

に
 
(
二
)
 
(
長

嶋
)
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